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１． 研究目的 

学生を中心に環境問題を学習してもらうことが

目的である。環境問題については SDGs（持続可能

な開発目標）における 15 項目のうち 13「気候変動

に具体的な対策を」、14「海の豊かさを守ろう」、15

「陸の豊かさも守ろう」などの目標と関連付けた

ものを取り扱う。SDGs と関連付けることで、持続

可能な社会について考えるための一歩としてもら

う。 

 

 

２．研究背景 

昨今、環境問題を危惧する記事が多くみられる

ようになった。さらに近年関心を集めており、環境

問題を改善していく中で重要な役割を担う SDGｓ

の知名度は低く、それらを学習できるものが必要

と考えた。 

 

 

３．研究意義 

内閣府が平成 28 年に行った世論調査「地球温暖化

に関する世論調査」の「地球環境問題に関する関

心」によると、地球温暖化などの環境問題に関心が

ある人の割合は全体で87パーセントとかなり高い

結果が出ている。年代別で見ると若い世代である

18～29 歳は全体と比較して 13 パーセントほど低

い。また、「あまり関心がない」、「全く関心がない」

を合算した割合は全体の倍以上である。この結果

から学生を含む若い世代は環境問題に対する関心

が低いことがわかった。本研究の意義はその世代

の人たちが環境問題に関心を持ってもらい、さら

に学習してもらうことにある。 

 

４．調査内容 

 まず最初に環境問題として最初に挙げられる地

球温暖化について調査した。地球温暖化により、

2081年以降の気温は2.6～4.8℃上昇するといわれ

ており温暖化対策をとったとしても 0.3～1.7℃の

上昇は避けられないとされている。それに付随し

て、平均海面水位の上昇も想定されており、最大

82 ㎝の上昇が予測されている。 

 

 

５．研究方法 

環境問題の学習を取り扱ったものは多く存在す

るが、本研究では動画媒体（ビデオクリップ）にて

研究アプローチを行う。動画媒体の利用率は 10 代

が最も高い（ACR/ex データ 2018 より）とされてお

り、本研究のターゲットユーザーである学生世代

に親しみやすく、関心がある媒体である。 

 

  

6.研究アプローチについて 

 動画で取り扱うテーマにはデータや数字が多く

含まれるため、若年層はイメージしづらく、退屈し

てしまう可能性が考えられる。そのため、視覚的に



情報を伝えることができるインフォグラフィック

を用いる。またインフォグラフィックは動画媒体

との相性も良いとされ、より関心がもてるビデオ

クリップの制作が期待できる。インフォグラフィ

ックスにアニメーションを使うことで明快で印象

に残るモーショングラフィックを制作する。 

 

 

7.今後の展開 

 今後は3～4分程度の教材用ビデオクリップ作成

を目指している。またそれらの内容を電車広告で

放映することを想定した15秒程度のショートバー

ジョンの製作を予定している。 

 

 

[現在制作中のインフォグラフィックスのキャプ

チャ画像] 
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